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Abstract

In Kumamoto Prefecture, since 6 years have passed after the Kumamoto Earthquake, there 
are concern that the memory of the natural disaster is fading. To address this, efforts to pass on 
the experience and memories of the survivors are being planned. Local governments and 
research institutions such as universities are spearheading this initiative. What has changed is 
the opportunities for victims to talk about their experience and pass on their personal stories. 
This study focus on narrative, a method of passing on memory, and examines the impact of a 
disaster archive exhibition, combined with a talk event, and a panel exhibition of university-
owned disaster-related materials and research results. Disaster victims had the opportunity to 
tell their stories related to the event, before their memories fade, since 7 years have passed since 
the event. The results of this study showed that the exhibition of such disaster archives have a 
significant impact on the opportunities to talk to disaster victims. The results reveal that the 
disaster archive exhibition provided a perspective on the disaster as a whole and an opportunity 
to uncover new stories about the survivorʼs experience.
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1 ．�はじめに
1. 1　�研究背景
　平成28年熊本地震（以下，熊本地震）は，平成
28（2016）年 4 月14日に熊本県熊本地方を震源と
するマグニチュード6.5の地震および 4 月16日に
発生したマグニチュード7.3の地震をはじめとす
る地震活動のことを指す1）。これらの地震活動に
よって，熊本県では，直接死50名，震災関連死・
大雨による二次災害死223名，負傷者2,739名，建
物被害数198,655棟の被害が報告されている2）。
　熊本地震の発災から 6年が経過した2022年 4 月
には仮設住宅入居者が「初めて100人を切った」と
報じられ，2023年 3 月には仮設住宅入居者はゼロ
になった3）。地元新聞社が住宅被害を受けた被災
者に対して実施した調査によると 5割の人が「風
化を感じる」と回答4），また国指定文化財である
熊本城が壊滅的な被害を受けた熊本市における市
民アンケートの調査結果では 6 割を超える人が
「忘れがち」と回答5）しており，熊本地震の記憶の
風化は，復旧や復興に伴い進んでいると言える。
　これら熊本地震の経験や記憶にまつわる記録の
アーカイブの作成は，様々なセクターで取り組ま
れている。熊本県では，発災 4ヶ月以降の復旧・
復興の取組として，「熊本地震の教訓を踏まえた
『災害に強い熊本』を次の世代に引き継ぐ」という
基本的な考え方に基づいて「熊本地震の記録・記
憶の継承」に向けた，地震対応の検証やデジタル
アーカイブ，震災ミュージアムの整備に取り組ん
でいる6）。熊本大学では，発災後，くまもと水循
環・減災研究教育センター内にデジタルアーカイ
ブ室が発足し，主に熊本大学工学部の教員が調査
のために記録した写真等をデジタルアーカイブと
して公開する等の活動に取り組んでいる。

1. 2　�研究目的
　災害の記録については，2011年 5 月10日に東日
本大震災復興構想会議で決定された「復興構想 7
原則」に「大震災の記録を永遠に残し，広く学術
関係者により科学的に分析し，その教訓を次世代
に伝承し，国内外に発信する」7）と示されている
通り，その重要性が認識されている。しかし，災

害の記録に対する関心も時間の経過とともに薄れ
る傾向にある8）。また，災害の記録の収集や管理
を担うことが可能な人材は限られているだけでな
く，維持管理のための費用は安価ではないため，
東日本大震災に関する災害アーカイブは，相次い
で閉鎖している現状がある8）。柴山・北村他
（2018）によれば，自治体による災害アーカイブ
の構築について，構築を終了した自治体では，収
集資料の数が著しく減少しており，構築中と構築
事業終了後では自治体における資料収集に対する
積極性に変化が見られることが示されている9）。
他方，災害対応の経験を継承する手段として，災
害経験者の語りに注目し，インタビュー調査を通
じて1995年の阪神・淡路大震災から10年を記念し
て出版された『阪神・淡路大震災10年翔べフェニッ
クス』10）がある。災害経験を語ることの意味と効
果について検証している佐藤（2021）は，宮城県
庁職員を対象に行われた「災害の語り」の定性的
検証と定量的検証のための実験結果を示している。
佐藤（2021）は，宮城県庁職員の震災前と震災直
後の行動から物語形式の有効性や継続的な語り合
いの重要性を述べ，媒体による記憶量の変化を比
較し，本人による生語りが弟子による語りや映像
などに比べると時間が経過した後も参加者の記憶
に残っていることを示した11）。また，東日本大震
災被災者の心理的回復過程について， 7年間の心
理的変化を半構成的面接法による語りから分析し
ている酒井・渥美（2019）では， 1 年目， 4 年目，
7年目，それぞれに心理的変化ラインの変化に特
徴が認められることと，心理的変化に潜在する影
響要因には，避難所や仮設住宅への入退去時期，
個々の生きがい，本人または家族の健康状態等が
影響すると述べている12）。時間が経過することで
心理的変化が認められることは，災害継承で語ら
れる内容にも変化が存在することが類推される。
小規模でもアーカイブ資料を残したり，展示する
ことで，災害経験を振り返る機会となり発災直後
には語られなかったことが語られると考えられる。
　本研究の目的は，記憶の継承の手法の一つであ
る語りに着目し，発災から 7年が経過し記憶の風
化が懸念されている熊本地震の被災地域において，
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大学が所有する災害に関する資料や研究成果のパ
ネル展示とトークイベントを併せたアーカイブ展
「熊本大学デジタルアーカイブ室（TERADA）×熊
本地震 記録の回廊 災害アーカイブ展（以下，災
害アーカイブ展）」のトークイベントやパネル展
示の存在が被災者に対して語る機会や語りの内容
に与えた影響を考察することである。

1. 3　熊本大学デジタルアーカイブ室（TERADA）
　熊本大学デジタルアーカイブ室（以下，熊大デ
ジタルアーカイブ室）は，平成28年熊本地震を機
に発足した。2011年に発生した東日本大震災の
アーカイブについて多くの知見と技術を有する東
北大学から技術支援を受け，デジタルアーカイブ
「ひのくに災史録（写真 1）」を構築，2023年 1 月
時点で11,146件の画像データを公開している小規
模のデジタルアーカイブである。2019年に熊大デ
ジタルアーカイブ室が熊本大学くまもと水循環・
減災研究教育センターに移設した際に，活用につ
いて議論し実施する TERADA（テラダ）＝Team 

of Education and Research According Digital 

Archiveを設置した。TERADAは，熊本大学の前
身である旧制第五高等学校の卒業生で物理学者で
あった寺田寅彦にあやかっており，TERADAは
以下の 3つを活動方針としている13）。
　 1．データと人をつなぐ
　 2．できたこと，できなかったことをつなぐ
　 3．現場と教育をつなぐ
　「 1．データと人をつなぐ」は，「ひのくに災史
録」やデジタルアーカイブの認知向上と活用増進
を目的としている。具体的な取り組みとして，熊
本大学内で建物被害を受け，建て替えや修復が行
われたことによって現在はその傷跡が見えなく
なった施設などに看板（写真 2）を設置し，当時
の状況を伝え，看板に記された QRコードから
「ひのくに災害史録」につないでいる。
　「 2．できたこと，できなかったことをつなぐ」
は，震災直後から復旧・復興への変遷に関わる
データや熊本におけるこれまでの災害に関する
データを収集し，データ構築のあり方を検討して
いる。

　「 3．現場と教育をつなぐ」では，教養科目で
のデジタルアーカイブの活用やシンポジウム，災
害アーカイブ展の実施により，熊本地震を知り，
次の災害に備える機会を提供する活動に取り組ん
でいる。

2 ．�アーカイブ展の概要
　本章では，災害アーカイブ展の概要を示す。

2. 1　�パネル展示
　熊大デジタルアーカイブ室による地域社会にお
けるアーカイブ展は，発災から 6 年が経過した
2022年に初めて実施された。会場は，いずれも熊

写真 1　「ひのくに災史録」

写真 2　 地震後建て替えられた熊本大学工学部
一号館前に設置された看板
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本地震の被害が甚大だった地域である熊本県熊本
地方である，上益城郡益城町，熊本市南区，上益
城郡御船町の 3 箇所で，通算120日間にわたり開

催された（開催期間は表 1の通り）。開催場所や
開催期間の設定については，熊本大学デジタル
アーカイブ室の担当教員と自治体施設担当の職員

表 １　熊大 TERADA×熊本地震記録の回廊 災害アーカイブ展

開催地 形式 開催期間 会場 語り手/聞き手

A．益城町

Ⅰパネル展示

① 2022年 6 月 1 日（水）
　 － 6月14日（火） 14日間 益城町復興まちづくりセンターにじいろ －

② 2022年 6 月15日（水）
　 － 6月30日（木） 16日間 益城町四賢婦人記念館「みんなの家」 －

③ 2022年 7 月 1 日（金）
　 － 7月14日（木） 14日間 益城町交流情報館ミナテラス －

Ⅱトークイベント

① 2022年 6 月11日（土） 益城町復興まちづくりセンターにじいろ 語：中村康佑
聞：田中尚人

② 2022年 7 月 7 日（木） 益城町交流情報館ミナテラス 語：小多崇
聞：田中尚人

③ 2022年 7 月 9 日（土） 益城町交流情報館ミナテラス

語：堤英介
　　西村まみ
　　竹内裕希子
聞：田中尚人

B．南区

Ⅰパネル展示

① 2022年 9 月 2 日（金）
　 －10月14日（金） 43日間 熊本市南区幸田公民館 －

② 2022年10月15日（土）
　 －10月30日（日） 16日間 熊本市南区城南公民館 －

Ⅱトークイベント

① 2022年 9 月 3 日（土） 熊本市南区幸田公民館 語：池田哲也
聞：竹内裕希子

② 2022年 9 月15日（木） 熊本市南区幸田公民館 語：山尾敏孝
聞：田中尚人

③ 2022年 9 月30日（日） 熊本市南区城南公民館
語：高濱辰也
　　原田健
聞：田中尚人

C．御船町

Ⅰパネル展示
① 2022年10月21日（土） 御船町カルチャーセンター －
② 2022年10月22日（日）
　 －11月 6 日（日） 16日間 御船町街なかギャラリー －

Ⅱトークイベント ① 2022年11月 6 日（日） 御船町街なかギャラリー
語：内村光宏
　　榊建一
聞：竹内裕希子

写真 3　 災害アーカイブ展パネル展示の様子
（熊本市南区）

写真 4　 災害アーカイブ展パネル展示の様子
（上益城郡御船町）
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との間で調整された。
　展示したパネルは，A0 サイズ 9 枚であった。
内容は，熊本地震の概要と被害状況，復旧・復興
にかかる熊本大学の教員や学生の活動の様子の他，
熊本県南部で発生した令和 2年 7月豪雨の被害状
況，また，工学部土木建築学科の学生による卒業
論文・修士論文の紹介であった（写真 3，写真 4，
写真 5）。災害アーカイブ展はパネル展示の他に
トークイベントも開催した。

2. 2　�トークイベント
　トークイベントは，災害アーカイブ展開催地に
居住しているあるいは所縁のある熊本地震を経験
した人が語り手となり，熊大デジタルアーカイブ
室の教員が聞き手となって計 7回実施した。聞き
手は，語り手が発災時からトークイベント当日ま
でを振り返り，熊本地震時に「やっておいて，よ
かった」こと「やっておけば，よかった」ことを語
ることが可能になるように質問，対話により進行
した。トークイベントの詳細は以下の通りである。

（1）�上益城郡益城町
第 1回2022年 6 月11日（土）14：30－15：30
会場：益城町復興まちづくりセンター「にじいろ」
概 要：熊本地震時には熊本県庁土木技術職員で，
現在は益城町地域おこし協力隊の中村康佑氏を
語り手に迎えた。トークイベントについては，
熊大デジタルアーカイブ室の 3 つの活動方針
「データと人をつなぐ」「できたこと，できな
かったことをつなぐ」「現場と教育をつなぐ」に
沿って，中村氏の熊本地震発災時の体験や心情
について振り返っていただいた。聞き手は熊大
デジタルアーカイブ室・田中尚人であった（写
真 6）。
第 2回2022年 7 月 7 日（木）10：00－11：00
場所：益城町交流情報館「ミナテラス」
概 要：熊本地震時は熊本日日新聞社社会部のデス
クと論説委員を務め，現在は東京支社長である
小多崇氏を語り手に迎え，「記憶の継承」をテー
マに記者としての経験を交えながら熊本地震を
振り返っていただいた。聞き手は熊大デジタル
アーカイブ室・田中尚人であった。
第 3回2022年 7 月 9 日（土）10：00－11：30
場所：益城町交流情報館「ミナテラス」
概 要：益城町教育委員会生涯学習課係長・堤英介
氏，益城町図書館司書・西村まみ氏，熊大デジ
タルアーカイブ室長・竹内裕希子氏を語り手に
迎え，「私とアーカイブ」をテーマに，それぞ
れの立場でアーカイブ，熊本地震の記憶を継承
することに対する思いを伺った。聞き手は熊大
デジタルアーカイブ室・田中尚人であった。

写真 5　展示パネル

写真 6　トークイベントの様子（上益城郡益城町）
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（2）�熊本市南区
第 4回2022年 9 月 3 日（土）15：00－17：30
場所：熊本市南区幸田まちづくりセンター
概 要：幸田まちづくりセンター長（池田哲也氏）
を語り手に迎え，熊大デジタルアーカイブ室の
3つの活動方針である，「データと人をつなぐ」
「できたこと，できなかったことをつなぐ」「現
場と教育をつなぐ」に沿って，山尾氏に熊本地
震当時のことについて振り返っていただいた。
聞き手は熊大デジタルアーカイブ室・竹内裕希
子であった。
第 5回2022年 9 月15日（木）15：00－16：00
場所：熊本市南区幸田まちづくりセンター
概 要：熊本大学名誉教授（山尾敏孝氏）を語り手
に迎え，熊本地震当時の経験を公的な立場，地
域の一員としての立場，個人としての立場に
沿って振り返っていただいた。聞き手は熊大デ
ジタルアーカイブ室・田中尚人であった。
第 6回2022年 9 月30日（日）13：30－15：00
場所：熊本市南区火の君文化センター視聴覚室
概 要：熊本地震時に熊本市南区城南公民館（火の
君文化センター）で避難所運営を担当した熊本
市職員髙濱辰也氏，原田健氏を語り手に迎え，
震災時に「やっておけば良かった」と思ったこ
と，「やっておいて良かった」と思ったこと等
を中心に避難所運営の経験について振り返って
いただいた。聞き手は熊大デジタルアーカイブ
室・田中尚人が聞き手であった。

（3）�上益城郡御船町
第 7回2022年11月 6 日（日）10：00－11：15
場所：御船町街なかギャラリー
概 要：熊本地震当時御船町消防団長だった内村光
宏氏と副団長の榊建一氏を語り手に迎え，発災
時に取り組んだことや困ったことを中心に振り
返っていただき，現在取り組んでいることや今
後取り組みたいと考えていることについても
伺った。会の冒頭「いやーもう忘れちゃったよ」
という榊氏は，淡々と当時を振り返る内村氏の
話に相槌を打ちながら，次第に自らの経験につ
いて振り返っていった。聞き手は熊大デジタル
アーカイブ室・竹内裕希子であった。

3 ．�トークイベント語り手を対象とした
災害の振り返り効果の検証

3. 1　�調査概要
　災害アーカイブ展のパネル展示ならびにトーク
イベントを契機とした語り手の振り返りを明らか
にすることを目的としてアンケート調査とインタ
ビュー調査を実施した。対象は， 7回のトークイ
ベントの語り手11名のうち熊本大学関係者を除く
9名である。
　アンケート調査は，調査表を郵送またはメール
で送付・回収し 8 件（表 2）の回答を得た。調査
表送付時に，研究趣旨と回答の取り扱い，記名で
あることを説明し了解を得た。調査表には，イン
タビュー調査の実施可否について問う項目を設け
ており，可能と回答した 6 名（表 3）に対してイ
ンタビュー調査を実施した。インタービュー 1は
Aと Bの希望により一緒にインタビュー調査を
実施した。
　インタビュー調査は，「熊本地震の経験につい
て他人と語る頻度」「アーカイブ展が期待通りの
イベントであったか」「トークイベント登壇の感
想」を軸としながら各人のエピソードを伺う半構
造化形式で実施した。本稿で使用するインタ
ビュー記録は，インタービュー調査の音声記録か
ら文字起こしを行い，そのスクリプトを語り手に
確認いただいたものである。

3. 2　�パネル展示が災害の振り返りに与えた影響
（1）�「期待通りだった」理由
　アンケート調査の結果，トークイベントの語り
手の 8名中 6人が，災害アーカイブ展は「期待通
りだった」と回答した（他 2名は「わからない」と
無回答）。インタビュー調査結果から「期待」の背
景として，開催された災害アーカイブ展の目的が
「熊本地震の振り返り」や「次への備え」であるこ
とを認識していたことが考えられる。
　振り返りでは，「自分が体験したこと以外の熊
本地震のことを知ることができた」「断片的に記
憶として残っていたものを全体的なイメージとし
て再構築できた」とあり，熊本地震の全体像と復
旧・復興の過程の把握が自己の振り返りにつな

坂井・矢ヶ井・田中・竹内：災害アーカイブ展トークイベントを契機とした被災者の振り返りに関する考察780



がったことが「期待通りだった」という回答につ
ながったと考えられる。
　熊大デジタルアーカイブ室に対しては，専門家
が関わることで他事例を知ることができる，全体
を整理することにつながるなど自治体が実施する
防災イベントとの「視点のちがい」「学生の参画」
が挙げられた他，「持続性」のある取り組みを期
待していた。
（2）�展示内容への要望
　展示内容に関するインタビュー調査結果を以下
に示す。
展示内容に関しては，例えばもっと細かい，テー
マを設けてその展示があったりするといいかもし
れない。今回はアーカイブ室の中のこのコンテン
ツを持ってきて，こんなことをみんなに伝えたい
んですよ，という感じ。「全体的に熊本地震です」
じゃなくで「熊本地震のここを今回は」というい
うのがあってもいいのかなと思います。間口が広
すぎると，重くなると思うんですよね。熊本地
震ってやっぱ思い出したくない人もいるはずだけ
ん。「今回は熊本地震の中でもここをやるけん」
というと熊本地震を思い出したくない人も「そこ
だったらいける」ということもあるんじゃないか
と思います。
 下線は筆者による
 （230301_TERADAインタビュー 1：B）
地域の方々で入口の映像（発災時の映像）があ
るってわかって「怖いから行かない」って言われ
て。僕自身もトラックの振動とかがまだ怖くて，
下から振動が来るとやばいかもって思ったりする
んですけど，多分そういうのって，皆さん何かし
らあるんだろうな。だから，別に強制するもので
もないし。ここはそういう場所がありますのでと
説明するようにはしてます。この辺（復興過程の
展示），地域の方と話してると，当時の話より自
分はどの仮設団地にいて団地の中のサロンだった
り，コミュニティみたいなお話はよく聞く。当時
のことを語るよりは，もうちょっと楽しい記憶の
方を語る方が気持ちとしても楽だと思いますし，
あえてその当時のことを語る必要もない。当事者
からするとですね。（中略）去年，学園大のボラ

ンティアの子たちが仮設団地の活動風景を写真展
をしたいと言って，（館内入口に）フレームを組
んで写真を出して展示をした。そういう復興のあ
との写真を見るのは割と受け入れられやすい。
（展示の時も）地域の方とコミュニケーションを
とっていました。
 下線は筆者による
 （230309_TERADAインタビュー 3：D）
地震発生後から現在に至るまで住民として防災活
動に携わる語り手からは「地域自身がお腹いっぱ
いになってる」ということが語られた。訓練など
は「大事」と言う一方で，「また防災」「聞き飽き
た」という人も少なくないという。アーカイブ展
については「集客が少ない」「広報に工夫が必要で
はないか」と多くの人に見てもらいたいと思いが
ある一方で「あの（地震の）映像が流れているの
を見ただけで，私はちょっと見たくないっていう
方もいらっしゃるので，地域の方々に配慮するべ
き部分はある」というように開催への工夫を求め
る声もあった。また，「矛盾するようだけど地道
にやっていかなければならないところでもある」
という振り返りや「運動会の競技を楽しむ感じで，
その中で防災の知識を感じられる，身につく」こ
とを企図した「防災運動会」が好評だったことを
例に地域住民のニーズ把握と企画の工夫が求めら
れていることが分かった。

3. 3　�トークイベントが災害の振り返りに与え
た影響

（1）�熊本地震のことを語る機会
　語り手の熊本地震について語る機会と立場性に
ついて確認したところ，年に 1回程度から年に10
数回程度まで分かれたものの，そのほとんどは
「職業人として」語っていた。語る対象は熊本地
震の経験者・未経験者，年齢を問わず様々で，語
る場所は被災地現場や地域の公民館等の公共施設，
または出張で県外でも語る機会があるという人も
いた。語る機会の変化については，「最初の頃が
多かった」「（今は）減った」と回答が見られた（表
4，図 1）。
シンポジウム的なやつも最近減ってきたんですけ
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表
2
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
回
答
一
覧

A
B

C
D

E
F

G
H

熊
本
地
震
の
経
験
に
つ
い

て
他
人
と
話
す
・
他
人
に

語
る
頻
度

B：
年
に
1
回
程
度

B：
年
に
1
回
程
度

C：
年
に
数
回
程
度

C：
年
に
数
回
程
度

C：
年
に
数
回
程
度

D：
年
に
10
数
回
以
上

C：
年
に
数
回
程
度

C：
年
に
数
回
程
度

熊
本
地
震
の
経
験
を
話

す
・
語
る
自
分
の
立
場
性

（
複
数
選
択
可
能
）

B：
一
個
人
の
経
験
と
し
て

E：
そ
の
他（
消
防
団
と
し
て
）

D：
職
業
人
と
し
て

D：
職
業
人
と
し
て

D：
職
業
人
と
し
て

B：
一
個
人
の
経
験
と
し
て

B：
一
個
人
の
経
験
と
し
て

B：
一
個
人
の
経
験
と
し
て

D：
職
業
人
と
し
て

－
－

－
－

－
D：
職
業
人
と
し
て

D：
職
業
人
と
し
て

ア
ー
カ
イ
ブ
展
開
催
中
に

展
示
パ
ネ
ル
を
見
学
し
ま

し
た
か
？

は
い

い
い
え

は
い

は
い

は
い

い
い
え

は
い

は
い

パ
ネ
ル
展
示
は
あ
な
た
に

と
っ
て
興
味
が
湧
く
内
容

で
し
た
か
？

B：
興
味
が
湧
い
た

－
B：
興
味
が
湧
い
た

B：
興
味
が
湧
い
た

B：
興
味
が
湧
い
た

D：
展
示
を
見
て
い
な
い

A：
大
変
興
味
が
湧
い
た

B：
興
味
が
湧
い
た

熊
本
地
震
の
時
は
災
害
対

応
業
務
に
追
わ
れ
，
そ
の

後
は
思
い
出
と
し
て
話
す

く
ら
い
の
も
の
だ
っ
た
。

客
観
的
な
視
点
で
振
り
返

る
こ
と
は
で
き
て
い
な

か
っ
た
し
，
ア
ー
カ
イ
ブ

さ
れ
た
も
の
に
触
れ
る
機

会
も
多
く
な
く
，
自
分
が

関
係
し
て
い
な
か
っ
た
地

域
に
つ
い
て
知
る
こ
と
も

で
き
た
の
で
，
改
め
て
振

り
返
る
機
会
に
な
っ
た
。

（
無
回
答
）

こ
れ
ま
で
の
軌
跡
を
確
認

出
来
て
，
有
益
だ
っ
た
。

断
片
的
に
記
憶
と
し
て

残
っ
て
い
た
も
の
を
，
全

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

再
構
築
で
き
た
。

（
無
回
答
）

（
無
回
答
）

「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」

の
み
な
ら
ず
，
自
然
災
害

の
記
憶
を
ア
ー
カ
イ
ブ
す

る
こ
と
は
今
後
の
防
災
・

減
災
意
識
の
高
揚
と
定
着

に
不
可
分
な
作
業
で
あ
り
，

我
々
被
災
者
の
責
務
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

自
分
が
体
験
し
た
こ
と
以

外
の
熊
本
地
震
の
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
。

ア
ー
カ
イ
ブ
展
は
あ
な
た

が
期
待
し
た
通
り
の
イ
ベ

ン
ト
で
し
た
か
？

B：
 期
待
通
り
の
イ
ベ
ン
ト

だ
っ
た

－
B：

 期
待
通
り
の
イ
ベ
ン
ト

だ
っ
た

B：
 期
待
通
り
の
イ
ベ
ン
ト

だ
っ
た

B：
 期
待
通
り
の
イ
ベ
ン
ト

だ
っ
た

D：
わ
か
ら
な
い

B：
 期
待
通
り
の
イ
ベ
ン
ト

だ
っ
た

B：
 期
待
通
り
の
イ
ベ
ン
ト

だ
っ
た

・
 パ
ネ
ル
展
示
は
展
示
そ

の
も
の
に
迫
力
が
あ
る

企
画
だ
と
な
お
い
い
と

思
っ
た

・
 ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
や

W
S
な
ど
，
展
示
と
合

わ
せ
て
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
実
施
な
ど
が
あ

る
と
変
化
が
つ
い
て
い

い
と
思
っ
た

・
 開
催
時
期
・
タ
イ
ミ
ン

グ
の
検
討
（
他
イ
ベ
ン

ト
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
，

発
災
日
付
近
で
の
開
催

な
ど
）

（
無
回
答
）

震
災
を
考
え
る
タ
イ
ミ
ン

グ
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
与

え
て
い
た
だ
き
，
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
た
。
熊
大

の
皆
様
の
活
動
も
し
っ
か

り
拝
見
で
き
て
，
良
い
刺

激
と
な
っ
た
。

2-
2回
答
理
由
に
同
じ
く

再
構
築
で
き
た
こ
と
，
ま

た
他
地
域
の
状
況
と
の
照

合
が
で
き
た
こ
と

（
無
回
答
）

（
無
回
答
）

可
能
で
あ
れ
ば
，
展
示
内

容
を
説
明
を
し
て
く
だ
さ

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば

良
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
集
客
が
少
な

い
の
で
，
広
報
等
の
工
夫

が
必
要
で
は
な
い
か
。

ア
ー
カ
イ
ブ
展
は
次
年
度

以
降
も
開
催
し
た
い

/開
催
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
か
？

B：
開
催
し
て
ほ
し
い

－
B：
開
催
し
て
ほ
し
い

B：
開
催
し
て
ほ
し
い

B：
開
催
し
て
ほ
し
い

B：
開
催
し
て
ほ
し
い

B：
開
催
し
て
ほ
し
い

A：
開
催
し
た
い
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本
年
度
は
熊
本
地
震
震
災

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
県
市
町
村

連
絡
協
議
会
と
熊
本
大
学

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
室

と
の
共
催
で
ア
ー
カ
イ
ブ

展
を
実
施
し
ま
し
た
。
熊

本
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
室
に
期
待
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

B：
期
待
し
て
い
る

－
A：
大
い
に
期
待
し
て
い
る

B：
期
待
し
て
い
る

A：
大
い
に
期
待
し
て
い
る

E：
わ
か
ら
な
い

A：
大
い
に
期
待
し
て
い
る

B：
期
待
し
て
い
る

－
－

－
－

E：
わ
か
ら
な
い

－
－

－

熊
本
地
震
を
経
験
し
た
地

元
の
大
学
と
い
う
こ
と
も

あ
り
，
多
く
の
知
見
が
集

積
し
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

D
X
な
ど
の
流
れ
も

あ
る
た
め
，
個
性
的
な
取

り
組
み
，
思
わ
ず
関
心
を

持
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
取

り
組
み
に
期
待
し
て
い
る
。

（
無
回
答
）

益
城
町
図
書
館
で
も
，
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
目

標
と
し
た
収
集
・
保
存
・

整
理
活
動
を
行
っ
て
い
る

が
，
な
か
な
か
進
ま
な
い
。

マ
ン
パ
ワ
ー
・
技
術
面
，

研
究
性
の
面
で
も
充
実
し

て
い
る
熊
大
さ
ん
の
活
動

は
，
素
晴
ら
し
く
，
お
手

本
と
な
る
。
ぜ
ひ
，
ご
指

導
を
仰
ぎ
た
い
。

記
憶
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い

く
も
の
で
あ
る
の
で
，
自

分
自
身
の
，
ま
た
熊
本
県

民
の
中
に
残
し
て
い
く
た

め
に
も
，
定
期
的
に
行
っ

て
い
く
必
要
は
あ
る
と
思

わ
れ
る

（
無
回
答
）

（
無
回
答
）

熊
本
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
室
に
よ
る
ア
ー
カ

イ
ブ
は
，
私
た
ち
と
は
視

点
も
異
な
る
た
め
参
考
に

す
べ
き
こ
と
も
多
く
，
記

憶
の
継
承
の
取
り
組
み
に

お
い
て
非
常
に
良
い
学
び

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
行
政
と
は
違
う
大

学
（
研
究
機
関
・
教
育
機

関
）
の
視
点
で
，
イ
ベ
ン

ト
等
を
開
催
さ
れ
て
お
り
，

き
ち
ん
と
棲
み
分
け
が
で

き
て
い
る
と
思
う
。

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
に
ご
登

壇
い
た
だ
い
て
充
実
感
を

得
ら
れ
ま
し
た
か
？

B：
充
実
感
を
得
ら
れ
た

A：
 大
変
充
実
感
を
得
ら
れ

た
B：
充
実
感
を
得
ら
れ
た

B：
充
実
感
を
得
ら
れ
た

C：
 充
実
感
は
あ
ま
り
得
ら

れ
な
か
っ
た

B：
充
実
感
を
得
ら
れ
た

A：
 大
変
充
実
感
を
得
ら
れ

た
B：
充
実
感
を
得
ら
れ
た

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
自
ら

の
経
験
を
語
る
こ
と
で
改

め
て
気
づ
く
こ
と
・
考
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

か
？

A：
 大
い
に
気
づ
く
こ
と
・

考
え
る
こ
と
が
あ
っ
た

A：
 大
い
に
気
づ
く
こ
と
・

考
え
る
こ
と
が
あ
っ
た

A：
 大
い
に
気
づ
く
こ
と
・

考
え
る
こ
と
が
あ
っ
た

A：
 大
い
に
気
づ
く
こ
と
・

考
え
る
こ
と
が
あ
っ
た

A：
 大
い
に
気
づ
く
こ
と
・

考
え
る
こ
と
が
あ
っ
た

A：
 大
い
に
気
づ
く
こ
と
・

考
え
る
こ
と
が
あ
っ
た

A：
 大
い
に
気
づ
く
こ
と
・

考
え
る
こ
と
が
あ
っ
た

A：
 大
い
に
気
づ
く
こ
と
・

考
え
る
こ
と
が
あ
っ
た

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
他
の

人
の
経
験
を
聞
く
こ
と
・

対
話
す
る
こ
と
で
改
め
て

気
づ
く
こ
と
・
考
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
か
？

A：
 大
い
に
気
づ
く
こ
と
・

考
え
る
こ
と
が
あ
っ
た

A：
 大
い
に
気
づ
く
こ
と
・

考
え
る
こ
と
が
あ
っ
た

A：
 大
い
に
気
づ
く
こ
と
・

考
え
る
こ
と
が
あ
っ
た

A：
 大
い
に
気
づ
く
こ
と
・

考
え
る
こ
と
が
あ
っ
た

B：
 改
め
て
気
づ
く
こ
と
・

考
え
る
こ
と
は
あ
ま
り

な
か
っ
た

A：
 大
い
に
気
づ
く
こ
と
・

考
え
る
こ
と
が
あ
っ
た

A：
 大
い
に
気
づ
く
こ
と
・

考
え
る
こ
と
が
あ
っ
た

A：
 大
い
に
気
づ
く
こ
と
・

考
え
る
こ
と
が
あ
っ
た

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
話
し

に
く
い
・
語
り
に
く
い
と

思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し

た
か
？

B：
 話
し
に
く
い
・
語
り
に

く
い
と
思
っ
た
こ
と
は

な
か
っ
た

B：
 話
し
に
く
い
・
語
り
に

く
い
と
思
っ
た
こ
と
は

な
か
っ
た

A：
 話
し
に
く
い
・
語
り
に

く
い
と
思
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た

A：
 話
し
に
く
い
・
語
り
に

く
い
と
思
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た

B：
 話
し
に
く
い
・
語
り
に

く
い
と
思
っ
た
こ
と
は

な
か
っ
た

B：
 話
し
に
く
い
・
語
り
に

く
い
と
思
っ
た
こ
と
は

な
か
っ
た

B：
 話
し
に
く
い
・
語
り
に

く
い
と
思
っ
た
こ
と
は

な
か
っ
た

B：
 話
し
に
く
い
・
語
り
に

く
い
と
思
っ
た
こ
と
は

な
か
っ
た

熊
本
地
震
か
ら
6
年
が
経

過
し
た
か
ら
話
す
こ
と
が

で
き
る
・
語
る
こ
と
が
で

き
る
と
感
じ
た
話
題
が
あ

り
ま
し
た
か
？

A：
 6
年
が
経
過
し
た
か
ら

話
す
こ
と
が
で
き
る
・

語
る
こ
と
が
で
き
る
と

感
じ
た
話
題
が
あ
っ
た

B：
 6
年
が
経
過
し
た
か
ら

話
す
こ
と
が
で
き
る
・

語
る
こ
と
が
で
き
る
と

感
じ
た
話
題
は
な
か
っ

た

A：
 6
年
が
経
過
し
た
か
ら

話
す
こ
と
が
で
き
る
・

語
る
こ
と
が
で
き
る
と

感
じ
た
話
題
が
あ
っ
た

C：
わ
か
ら
な
い

B：
 6
年
が
経
過
し
た
か
ら

話
す
こ
と
が
で
き
る
・

語
る
こ
と
が
で
き
る
と

感
じ
た
話
題
は
な
か
っ

た

C：
わ
か
ら
な
い

A：
 6
年
が
経
過
し
た
か
ら

話
す
こ
と
が
で
き
る
・

語
る
こ
と
が
で
き
る
と

感
じ
た
話
題
が
あ
っ
た

A：
 6
年
が
経
過
し
た
か
ら

話
す
こ
と
が
で
き
る
・

語
る
こ
と
が
で
き
る
と

感
じ
た
話
題
が
あ
っ
た

6
年
の
時
間
が
経
ち
，
立

場
も
変
わ
っ
た
こ
と
か
ら

当
時
の
こ
と
を
思
い
切
っ

て
話
そ
う
と
思
っ
た
し
，

伝
え
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
。

（
当
時
行
政
職
員
と
し
て

現
場
に
立
っ
て
い
た
と
き

の
自
分
自
身
の
体
験
）

発
災
の
翌
年
か
ら
三
重
で

講
演
す
る
機
会
が
あ
っ
た

こ
と
で
，
振
り
返
り
と
資

料
の
ま
と
め
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の

機
会
で
，
再
度
，
振
り
返

り
，
思
い
出
す
こ
と
で
，

風
化
防
止
に
つ
な
が
り
大

切
で
あ
る
こ
と
を
実
感
で

き
ま
し
た
。

自
分
の
気
持
ち
，
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
，
立
場
な
ど

の
変
化
を
経
て
，
改
め
て

思
う
こ
と
。

（
無
回
答
）

（
無
回
答
）

熊
本
地
震
か
ら
6
年
経
過

し
て
い
る
か
ら
，
忘
れ
て

い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

こ
れ
ま
で
様
々
な
場
面
で

経
験
を
話
し
て
き
ま
し
た

が
，「
6
年
が
経
過
し
た

か
ら
話
題
に
で
き
た
」
で

は
な
く
，「
6
年
が
経
過

し
た
か
ら
自
分
自
身
が
伝

え
た
い
経
験
や
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
整
理
さ
れ
て
き
た
」

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

時
間
が
経
過
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
，
当
時
の
状
況
を

冷
静
に
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
，
新
た
な
気
づ
き
が

で
き
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
く
わ

え
て
熊
本
地
震
の
記
憶
の

継
承
に
関
す
る
具
体
的
な

お
話
し
を
伺
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
に
ご
協
力
い

た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A：
 イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に

応
じ
る
こ
と
は
可
能

A：
 イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に

応
じ
る
こ
と
は
可
能

A：
 イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に

応
じ
る
こ
と
は
可
能

※
 イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
へ

の
協
力
は
惜
し
み
ま
せ

ん
が
，
私
が
話
せ
る
こ

と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
。

（
無
回
答
）

A：
 イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に

応
じ
る
こ
と
は
可
能

A：
 イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に

応
じ
る
こ
と
は
可
能

A：
 イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に

応
じ
る
こ
と
は
可
能
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ど，呼ばれることもあるし。元々，学芸員として，
文化財の専門職として入庁していることもあるん
で。文化財の復旧っていうところでお話してくれっ
ていうこともありますね。地震，断層について話
してくれって。布田川断層帯って国天然記念物で，
国の文化財の保存と活用をおこなってますので，
その説明ということで，現地で視察対応，そう
いった話をすることもある。地域の歴史を教えて
ほしいということで，小学校の出前授業行ったり
とかして，地震の話をするっていうことはありま
す。（中略）対象はもうバラバラですね。視察は
議員さんとかもいらっしゃるし，学校の先生もい
らっしゃるし，学生さんも当然入ってます。外国
の方も何人かいらっしゃったこともあるしですね。
当然通訳を介してっていう形だったんですけど。
 下線は筆者による
 （230310_TERADAインタビュー 5：F）
私は色んな場面で熊本地震のことをお話させても
らう機会があります。地震直後から熊本大学の文
系の学部のイベントにもすぐ呼んでいただいて。
私が復興部に異動したのでそれの関係もあってす
ぐお話する機会があったり。地震があった年でい

うと東京都の23区の防災課長会議にも呼ばれたり，
JICAで海外からの視察の受入れをしたり，地震
のあった年からずっと継続してやっています。
（中略）よそに行くと体験されていない方なので。
熊本でする時にはどちらかというと振り返りをし
て，あの時どうだったねって話ながら今後，また
地震があったら，別の災害があったらどうだとか。
 下線は筆者による
 （230307_TERADAインタビュー 2：C）
　インタビュー結果から，語る機会は減少してい
るが，本来の専門と併せたり，対象によって話す
内容の順番を変えたりするなど，これまでの語り
の経験を活かしていることが伺えた。
（2）�語り手の立場と内容
　アンケート調査項目の「トークイベントで話し
にくい・語りにくいと思ったことはありました
か？」という問いに対し， 2名が「あった」， 6名
が「なかった」と回答した。「わからない」は 0名
であった。
　インタビュー調査から，「あった」と回答した
人は，特に個人的なことに対する話しにくさや語
りにくさが存在しており，「なかった」と回答し

表 3　インタビュー調査実施一覧

話し手 実施日 場所 所要時間
A，B 2023年 3 月 1 日 熊本市南区 70分

C 2022年 3 月 7 日 熊本市南区 70分
D 2022年 3 月 9 日 上益城郡益城町 70分
E 2022年 3 月 9 日 上益城郡益城町 60分
F 2022年 3 月10日 上益城郡益城町 60分

表 4　 熊本地震のことを語る機会と立場 
（複数回答可）

頻度 回答数 立場 回答数
A：まったくない 0 A：話す・語る機会がない 0
B：年に 1回程度 2 B：一個人の経験として 4
C：年に数回程度 5 C：家族の構成員として 0
D：年に10回以上 1 D：職業人として 6

E：その他 1

2016

2016

2016

2016

2016

2016

A

B

C

D

E

F

立場に変化なし

立場に変化なし

2022

2022

2022 2022

2022

2022

トークイベント

立場に変化なし

立場に変化なし 立場に変化なし

立場に変化あり

1-2年が一番
多かった年に数回程度

最初の頃が
多かった

年に数回程度

転職

新居完成

年に1-2回程度

年に1-2回程度 年に数回程度

年に10数回以上

• 職業人として
• 自治会役員として

• 職業人として

• 一個人の経験として
• 職業人として

• 一個人の経験として
• 職業人として

• 職業人として

• 一個人の経験として
• 職業人として

図 1　語り手の震災経験を語る頻度と立場
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た人は，語る立場が公務員という職業や消防団員，
自治会役員という地域社会での役割に立った「割
り切り」の上で語っていることが理由として明ら
かになった（図 2）。
自分の中のこと。みんな知らない人だから，まだ
出せないな，というのはいっぱいありますね。そ
れはここの避難所のことでもそうだけど自分の家
の中のこと，近所の人たちのことだったり，避難
した小学校のことだったり，いろいろあるんです
けどね。（中略）自分の内面のことなので，自分
で消化する必要があるかなと思う，そういうとこ
ろがちょっと，まだ語れんなぁというところがあ
るんだけど。（中略）自分に関わる，自分にしか
関わらないことは，それはそれでいいかなと思う
し，他と関わることであれば，やはりそれが次に
つながっていかなければならないと思うので，大
事なことだと思うので，話すだろうと思いますし，
話したような気もします。
 下線は筆者による
 （230301_TERADAインタビュー 1：B）
　以上のことから，語り手の立場が，語ることが
できる内容に影響していることがわかった。特に
個人的な経験には言葉にする整理がついていない
場合や，他者には関係のないことなので語る必要
がないと思うことにより，語られにくいことが伺
えた。
（3）�発災からの時間の経過
　「熊本地震から 6 年が経過したから話すことが
できる・語ることができると感じた話題がありま

したか？」に対する回答は，「A： 6年が経過した
から話すことができる・語ることができると感じ
た話題があった」が 4名，「B： 6年が経過したか
ら話すことができる・語ることができると感じた
話題はなかった」が 2名，「C：わからない」が 2
名であった。
　このうち「A： 6 年が経過したから話すことが
できる・語ることができると感じた話題があっ
た」と回答した人の中には，「当時の状況を冷静
に振り返ることができた」「 6 年の時間が経ち，
立場も変わったことから当時のことを思い切って
話そうと思ったし，伝えるべきだと思った。」「「 6
年が経過したから話題にできた」ではなく， 6年
が経過したから自分自身が伝えたい経験やメッ
セージが整理されてきたように感じます。」とい
う回答や発災時から長く「日常が地震から全然進
んでいなくて」「大工さんの手伝いとかまでして
頑張って家作ったんです」と振り返る人は，自宅
の再建の目処が立ったことと併せて「やっと蓋が
取れた」「仕事としてっていうように，割り切れ
るようになったのかもしれない。トークイベント
きっかけかもしれないです。本当に久しぶりに
あったから，それまで地震が起きてすぐはいろん
なインタビューとかがあったけど，久しぶりに振
り返ることができたんです。自分の中で。だから，
本当にありがたくて，それを踏まえて同じ感じで
家が立ち上がっていったので，私にとっては個人
的にすごいいいタイミングでした。」と振り返った。
　本災害アーカイブ展は，発災から 6年の時が経

2016

2016

2016

2016

2016

2016

A

B

C

D

E

F

立場に変化なし

立場に変化なし

2022

2022

2022 2022

2022

2022

トークイベント

立場に変化なし

立場に変化なし 立場に変化なし

立場に変化あり

転職

新居完成

• 職業人として
• 自治会役員として

• 職業人として

• 一個人の経験として
• 職業人として

• 一個人の経験として
• 職業人として

• 職業人として

• 一個人の経験として
• 職業人として

思い切って話そうと思ったし、
伝えるべきだと思った

仕事としてっていうように、
割り切れるようになった

語りにくいと思ったことはなかった

語りにくいと思ったことがあった

語りにくいと思ったことはなかった

語りにくいと思ったことはなかった

語りにくいと思ったことがあった

語りにくいと思ったことはなかった

自分の中のこと。みんな知らな
い人だからまだ出せないな

図 2　語り手の震災経験の語りにくさ
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過し被災地の復旧が進む一方で，記憶の風化が懸
念される中，パネル展示とトークイベントを組み
合わせて，熊大デジタルアーカイブ室としては初
めて開催した。語り手にとって，本災害アーカイ
ブ展は，個人の経験として断片的であった熊本地
震の情報について，パネル展示を通じて，他地域
の状況を知ったり，災害全体像を把握できたこと
により，熊本地震を「改めて振り返る機会」に
なっていた。今回，インタビュー調査まで協力い
ただいた方に共通することは，自治体職員（職種
は様々）であること，そして「（話す）機会もない」
や「発災直後に市民の方にはしてはない」ことに
ついて，公に当時の自分自身の状況を語り機会が
「トークイベントの時が初めてだった」ことや語
ることができるようになった話題について伺うこ
とができた。
　市役所の中でのことを結構話したが，市役所の
中のことって市民の人は知らないんですよね。当
時，振り返ると住民は市役所に対してもっとあん
なことやって，こんなことやってというような要
求が特に大きかった。市の職員，家のことも顧み
ず，避難所運営，物資を担当して，休みもなく
やっていた。そういうところも知ってもらうのは，
すごく大事で，知ってもらうと，今後何かあった
時にも，じゃあ，自分たちはこんなことはできる
よね。とかいうふうに思ってもらうっていうのは，
すごくいいことだと思っています。本当に困って
いたこと，こんなことを実はやってほしかった，
みたいなところも話せると本当はいいな思ってい
ます。もうだいぶ時間が経ったので，今そういう
話ができるようになったかな，というふうには思
います。
 下線は筆者による
 （230307_TERADAインタビュー 2）
　また，「B： 6 年が経過したから話すことがで
きる・語ることができると感じた話題はなかっ
た」と回答した人からは，発災後から講演等をす
る機会があったことで「振り返りと資料のまとめ
をすることができました」との回答があり，発災
から現在に至るまで，語る機会があり，一定の間
隔で熊本地震からの振り返りを行なってきた人に

とっては「 6 年」ということを改めて強調される
必要はなかったのかもしれない。
　以上のことから，時間の経過とともに語ること
が可能な話題，語ることが難しい話題は変化して
いることが分かる。時間の経過は，語り手の役割
の変化をもたらす場合もあるし，環境の変化，心
の変化を伴うことがある。災害の経験や記憶の継
承の営みに関わる者は，単に発災時のことに注目
するのではなく，時間の経過とともに語ることが
可能になる語り手の経験があることにも注意を払
いながら取り組む必要があるだろう。

4 ．�おわりに
　本研究は，発災から 7年が経過し，記憶の風化
が懸念されている熊本地震の被災地域において被
災者が震災のことを語る機会と語りの内容に変化
はあったのかを災害アーカイブ展のトークイベン
トとパネル展示の影響に着目し，考察してきた。
　その結果，第一に，3.3（1）に示した通り，災害
アーカイブ展が記憶の風化や語る機会が減少傾向
にある熊本地方の住民に対して災害経験について
振り返り，語る機会を提供していることが明らか
になった。第二に，3.3（3）に示した通り，時間の
経過とともに語ることが可能になる話題が存在し
ていることが明らかになった。また，本アーカイ
ブ展トークイベントを通じて語り手が語ったのは，
発災時のみならず復旧復興の過程も含まれている。
すなわち，災害アーカイブ展は新たなアーカイブ
資料構築のきっかけになり得ることが明らかに
なった。また，大学が所有する災害に関する資料
や研究成果を地域社会へ持ち出し，災害アーカイ
ブ展を開催することは，資料や研究成果の利活用
の方法として一定の価値を認めることができる。
第三に災害全体を見渡す視座を提供した。災害
アーカイブ展のパネル展示見学，トークイベント
において他人の災害経験を聞きながら自らの経験
を振り返ることを通じて，語り手たちが改めて熊
本地震の全体像または他地域の被災・復興の様子
を把握することを可能にしていた。
　最後に，地域社会における災害アーカイブ展開
催の課題を示す。今回の調査を通して，語り手や
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その周囲の住民の中には，未だ災害経験を直視す
ることが難しい人たちがいることも改めて確認で
きた。熊本県の調査でも熊本地震を経験した児
童・生徒の心のケアが今もなお必要であることも
指摘されている14）。災害アーカイブ展の開催が地
域住民にとって「振り返り」や「防災」の機会とな
るためにも，被災地域で開催する場合には，テー
マ設定や展示内容等について，そこで暮らす住民
への配慮と工夫は不可欠である。
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要 旨

　熊本地震発災から 6年が経過した熊本県では記憶の風化が懸念されている。他方，熊本地震
の経験や記憶を継承する取り組みは，各自治体や大学等研究機関で企画・実施されている。こ
の間，被災地域において被災者が震災のことを語る機会と語りの内容に変化はあったのか。本
研究は，記憶の継承の手法の一つである語りに着目し，発災から 7年が経過し記憶の風化が懸
念されている熊本地震の被災地域において，大学が所有する災害に関する資料や研究成果のパ
ネル展示とトークイベントを併せた災害アーカイブ展が被災者に対して語る機会や語りの内容
に与えた影響を考察した。その結果，災害アーカイブ展が災害全体を見渡す視座を提供し，災
害経験について新たに語る内容を掘り起こす機会を提供していることが明らかになった。
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